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序序  

  

令令和和 55 年年度度のの建建設設機機械械産産業業はは、、国国内内需需要要はは、、部部品品・・部部材材のの納納入入遅遅れれがが改改善善さされれててききたたここ

とと、、ままたた、、安安定定ししたた公公共共投投資資やや民民間間設設備備投投資資にに支支ええらられれ 33 年年連連続続のの増増加加ととななっったた。。海海外外需需要要

はは、、国国内内とと同同様様にに部部品品・・部部材材のの納納入入遅遅れれがが改改善善さされれててききたたこことと、、船船舶舶のの需需給給もも改改善善さされれててきき

たたこことと、、為為替替がが円円安安にに振振れれたたこことと等等かからら 33 年年連連続続のの増増加加ととななっったた。。  

ここううししたた中中、、令令和和 66 年年度度ににつついいててはは、、国国内内需需要要はは、、安安定定ししたた公公共共投投資資がが継継続続すするるここととがが予予

想想さされれるる。。海海外外需需要要はは、、建建設設用用ククレレーーンン等等がが続続伸伸しし、、底底堅堅くく推推移移すするるとと予予測測さされれるる。。  

震震災災かかららのの復復興興事事業業及及びび産産業業のの基基礎礎ででああるるイインンフフララのの整整備備はは喫喫緊緊のの事事業業ででああるるここととかか

らら、、建建設設機機械械ののニニーーズズ及及びび我我々々建建設設機機械械業業界界にに対対すするる期期待待はは高高ままっってておおりり、、当当工工業業会会のの設設

立立にに当当たたっってて掲掲げげたた「「調調和和とと発発展展にによよるる世世界界へへのの貢貢献献」」とといいうう基基本本理理念念ののももとと、、会会員員企企業業

各各社社がが安安心心・・安安全全なな建建設設機機械械のの提提供供をを通通ししてて復復興興にに貢貢献献すするる活活動動がが求求めめらられれるる。。  

ここののよよううなな状状況況下下ににおおいいてて、、令令和和 66 年年度度事事業業ににおおいいててもも、、平平成成 2244 年年度度にに策策定定ししたた工工業業

会会のの在在りり方方((ビビジジョョンン))のの中中にに記記載載ししたた、、11))震震災災かかららのの復復興興へへのの貢貢献献、、22))環環境境・・省省エエネネルルギギ

ーー対対応応、、33))ググロローーババルル展展開開のの支支援援((海海外外市市場場ででのの活活動動支支援援))、、44))新新ししいい技技術術へへのの対対応応のの 44 点点

をを重重要要なな活活動動分分野野ととししてて、、継継続続ししてて推推進進ししてていいくく。。  

ななおお、、工工業業会会のの事事業業組組織織ににつついいてて活活動動内内容容のの棚棚卸卸ししをを毎毎年年行行っっててききたた。。従従前前かからら法法律律専専

門門家家がが同同席席ししてていいたた理理事事会会、、委委員員会会、、分分野野別別部部会会にに加加ええ、、平平成成 3300 年年度度かからら分分野野別別部部会会のの

傘傘下下にに設設置置ししたた課課題題別別分分科科会会へへもも法法律律専専門門家家をを同同席席ささせせ、、工工業業会会ととししててココンンププラライイアアンンスス

のの強強化化をを引引きき続続きき進進めめててききたた。。  

令令和和 66 年年度度もも各各事事業業のの目目的的のの明明確確化化並並びびにに終終期期のの明明確確化化をを行行いい、、事事業業計計画画をを策策定定ししたた。。

ままたた、、同同業業他他社社がが同同一一のの事事業業をを行行うう場場合合、、常常にに競競争争法法のの観観点点かからら注注意意がが必必要要ととななるるがが、、工工

業業会会活活動動ででああっっててもも、、公公益益目目的的をを追追求求すするるとといいうう立立場場がが常常にに求求めめらられれるるここととかからら、、令令和和 66

年年度度もも工工業業会会ののココンンププラライイアアンンススにに十十分分留留意意ししたた活活動動をを行行っってていいくく。。  
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事事  業業  

  

ⅠⅠ    経経営営のの高高度度化化((経経営営高高度度化化委委員員会会))  

  

経経営営高高度度化化委委員員会会にに参参画画ししてていいるる中中堅堅・・中中小小企企業業はは、、大大手手企企業業とと比比較較ししてて輸輸出出比比率率がが低低

いいここととかからら、、国国内内需需要要動動向向のの影影響響をを受受けけややすすいい体体質質のの会会員員がが多多いい。。令令和和 66 年年度度はは、、国国内内需需要要

はは安安定定ししたた公公共共投投資資やや民民間間設設備備投投資資がが継継続続すするるここととがが予予測測さされれるるもものののの、、中中堅堅・・中中小小企企業業をを

取取りり巻巻くく経経営営環環境境はは厳厳ししいい状状況況ににああるるたためめ、、現現場場見見学学会会やや会会員員企企業業ののニニーーズズにに適適合合ししたた研研

究究会会・・セセミミナナーーのの実実施施等等、、経経営営のの高高度度化化にに資資すするる活活動動をを引引きき続続きき強強力力にに推推進進ししてていいくく。。  

  

11..研研究究会会のの開開催催  

中中堅堅・・中中小小会会員員ににおおけけるる経経営営上上のの共共通通のの悩悩みみのの解解決決にに資資すするる研研究究会会をを開開催催すするる。。  

  

22..現現場場見見学学会会等等のの開開催催  

生生産産拠拠点点のの海海外外進進出出とと併併せせてて、、国国内内生生産産拠拠点点のの更更ななるる競競争争力力強強化化もも中中堅堅・・中中小小企企業業にに

共共通通のの課課題題ででああるる。。ここののたためめ工工事事現現場場のの見見学学やや異異業業種種のの先先進進工工場場のの見見学学ななどどをを通通ししてて、、

課課題題のの解解決決にに寄寄与与すするるここととにに努努めめるる。。  

  

33..経経営営高高度度化化セセミミナナーーのの開開催催  

経経営営トトッッププをを対対象象にに経経営営のの高高度度化化にに資資すするる時時宜宜ににかかななっったたテテーーママをを選選定定ししてて冬冬期期セセミミ

ナナーーをを開開催催すするる。。  

  

44..海海外外進進出出のの支支援援  

中中堅堅・・中中小小企企業業ののビビジジネネスス発発展展ののたためめにに、、海海外外有有望望地地域域のの市市場場状状況況のの把把握握、、ビビジジネネスス

チチャャンンスス作作りりをを行行うう。。  

  

55..運運営営委委員員会会等等ととのの交交流流促促進進  

運運営営委委員員会会へへのの経経営営高高度度化化委委員員会会企企画画調調整整部部会会長長のの参参画画をを通通ししてて、、中中堅堅・・中中小小会会員員のの

意意見見をを工工業業会会全全体体のの運運営営にに反反映映すするる。。  
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ⅡⅡ    健健全全なな流流通通・・ササーービビスス基基盤盤のの整整備備((流流通通ササーービビスス委委員員会会))  

  

建建設設機機械械産産業業をを取取りり巻巻くく環環境境がが変変化化ししてていいるる中中、、秩秩序序ああるる流流通通競競争争がが求求めめらられれてておおりり、、

移移動動式式ククレレーーンン定定期期自自主主検検査査者者認認定定制制度度のの適適切切なな運運用用、、債債権権保保全全へへのの対対応応等等、、ココンンププラライイアア

ンンススにに留留意意ししななががらら、、公公正正・・透透明明なな競競争争とと適適正正なな取取引引にに資資すするる流流通通環環境境のの整整備備にに取取りり組組んんでで

いいくく。。  

ササーービビスス分分野野でではは、、重重点点活活動動分分野野ででああるる震震災災かかららのの各各種種復復興興関関連連事事業業にに係係るる建建設設機機械械活活

動動環環境境のの整整備備をを継継続続的的にに進進めめてていいくく。。ままたた、、ササーービビススママンンのの不不足足にによよりり発発生生すするる諸諸問問題題にに

積積極極的的にに取取りり組組んんででいいくく。。  

上上記記のの他他、、会会員員間間のの共共同同のの取取りり組組みみがが適適切切かかつつ可可能能とと判判断断さされれるる流流通通ととササーービビススにに係係るる

課課題題をを抽抽出出しし、、必必要要にに応応じじてて他他のの委委員員会会やや関関係係官官庁庁、、関関係係団団体体等等とと連連携携ししてて積積極極的的にに事事業業

をを推推進進すするるととととももにに、、そそのの成成果果をを積積極極的的にに提提供供ししてていいくく。。  

  

11..流流通通政政策策課課題題へへのの対対応応  

((11))機機械械運運搬搬にに係係るる事事故故低低減減をを目目的的ととししてて、、国国土土交交通通省省道道路路局局・・自自動動車車局局とと協協力力しし、、適適

正正輸輸送送等等にに関関すするる啓啓蒙蒙をを継継続続ししてていいくく。。ままたた工工業業会会でで作作成成ししたた特特定定整整備備ガガイイドドラライイ

ンンをを国国土土交交通通省省自自動動車車局局とと共共通通認認識識ととしし、、特特定定整整備備をを進進めめてていいくく。。  

((22))流流通通ととササーービビススにに関関すするる規規制制緩緩和和やや商商慣慣行行のの改改善善をを図図るるたためめ、、関関係係各各省省庁庁、、関関係係団団

体体等等とと連連携携ししてて、、中中長長期期的的なな観観点点にに立立っったた働働ききかかけけをを継継続続ししてて行行うう。。  

((33))22005500 年年カカーーボボンンニニュューートトララルルにに伴伴うう流流通通ササーービビススにに係係るる課課題題へへのの対対応応ととししてて、、革革新新

的的技技術術をを用用いいたた建建設設機機械械導導入入にに有有効効ななユユーーザザへへのの支支援援ににつついいてて検検討討をを行行いい、、政政府府等等

にに要要望望、、働働ききかかけけをを継継続続的的にに行行うう。。  

  

22..ササーービビスス活活動動のの支支援援  

((11))福福島島原原発発事事故故にに伴伴うう諸諸施施設設のの建建設設・・稼稼働働ににつついいててはは、、環環境境省省、、厚厚生生労労働働省省等等のの情情報報

収収集集をを継継続続しし、、必必要要にに応応じじ、、要要望望等等をを行行うう。。  

((22))中中間間貯貯蔵蔵施施設設建建設設現現場場がが本本格格化化しし、、帰帰還還困困難難区区域域等等ででののササーービビスス活活動動もも発発生生ししてていい

るるここととかからら、、同同活活動動にに混混乱乱ががなないいかか、、情情報報収収集集をを継継続続すするる。。  

((33))災災害害かかららのの復復興興事事業業にに係係るる情情報報収収集集をを行行いい、、ササーービビスス活活動動のの支支援援をを図図るる。。  

((44))ササーービビススママンンのの不不足足にによよるる長長時時間間労労働働がが各各社社共共通通のの問問題題ととななっっててききてておおりり、、そそのの防防

止止対対策策やや人人材材確確保保、、ささららにに育育成成方方法法ににつついいててもも継継続続ししてて検検討討ししてていいくく。。  

  

33..移移動動式式ククレレーーンン定定期期自自主主検検査査者者認認定定制制度度のの普普及及促促進進  

((11))移移動動式式ククレレーーンン定定期期自自主主検検査査者者認認定定制制度度のの周周知知徹徹底底・・普普及及促促進進とと更更ななるる充充実実をを図図

るる。。  

((22))定定期期自自主主検検査査済済スステテッッカカのの普普及及促促進進とと管管理理徹徹底底をを推推進進すするる。。  

((33))講講師師講講習習、、検検査査者者講講習習及及びび検検査査者者資資格格更更新新をを継継続続実実施施しし、、認認定定検検査査者者のの確確保保とと技技能能

レレベベルルのの確確保保とと向向上上をを図図るる。。  

  

44..中中古古建建機機情情報報 NNEETT のの運運用用ににつついいてて  

  情情報報検検索索ツツーールルととししてて継継続続運運用用ししてていいくく。。  
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55..債債権権保保全全体体制制へへのの対対応応  

((11))債債権権保保全全のの強強化化をを目目的的ととししてて、、統統一一譲譲渡渡証証明明書書制制度度のの普普及及及及びび活活用用をを促促進進すするる。。まま

たた、、制制度度創創設設よよりり約約 5500 年年経経過過ししてていいるるここととかからら、、規規程程内内容容、、運運用用方方法法、、様様式式のの見見直直

ししをを検検討討すするる。。  

((22))中中古古建建機機情情報報 NNEETT にに掲掲載載ししてていいるる盗盗難難機機情情報報のの有有効効活活用用をを検検討討すするるととととももにに、、情情報報

内内容容のの充充実実ととシシスステテムムのの機機能能充充実実をを図図るる。。  

((33))建建機機盗盗難難のの抑抑制制及及びび盗盗難難建建機機ののよよりり効効果果的的なな発発見見をを図図るるたためめ、、各各地地域域のの警警察察・・税税関関

等等関関係係機機関関ととのの間間にによよりり緊緊密密なな協協力力関関係係をを構構築築すするる。。  

  

66..そそのの他他  

上上記記にに掲掲げげるるほほかか、、建建設設機機械械のの健健全全なな流流通通及及びびササーービビスス活活動動をを支支援援すするるたためめ、、会会員員間間

のの共共同同のの取取組組みみがが必必要要なな課課題題をを抽抽出出ししてて、、積積極極的的かかつつ迅迅速速にに事事業業をを推推進進すするるととととももにに、、

そそのの成成果果をを広広くく会会員員にに提提供供すするる。。  
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ⅢⅢ    環環境境、、安安全全、、そそのの他他技技術術的的課課題題へへのの対対応応((技技術術製製造造委委員員会会))  

  

地地球球環環境境保保全全やや安安全全衛衛生生にに関関すするる社社会会的的要要請請をを受受けけ、、当当業業界界でではは従従来来かからら排排出出ガガスス・・騒騒

音音・・振振動動等等規規制制へへのの対対応応、、リリササイイククルル可可能能率率のの向向上上ややカカウウンンタターーウウェェイイトト等等のの廃廃棄棄物物対対

策策、、機機械械のの安安全全対対策策及及びび製製造造部部門門ににおおけけるる労労働働災災害害のの防防止止等等ささままざざままなな取取りり組組みみをを積積極極的的

にに推推進進ししててききたた。。ここれれらら施施策策のの重重要要性性、、社社会会的的関関心心ははまますすまますす高高ままりりつつつつああるる。。  

ままたた、、建建設設機機械械産産業業ののググロローーババルル化化にに伴伴いい、、安安全全・・環環境境分分野野等等のの規規制制・・規規格格にに関関すするる国国

際際的的ハハーーモモナナイイゼゼーーシショョンンをを推推進進すするる動動ききがが活活発発化化ししてていいるる。。海海外外ででのの製製造造やや製製品品等等へへのの

規規制制にに対対ししてて海海外外業業界界とと協協力力ししてて業業界界意意見見のの取取りりままととめめ、、意意見見具具申申ををすするるととととももにに、、国国際際

規規格格ににおおけけるる我我がが国国ののイイニニシシアアテティィブブをを高高めめるるここととがが必必要要ででああるる。。  

ここれれららのの課課題題にに迅迅速速、、的的確確にに対対応応すするるたためめ、、会会員員間間のの共共同同のの取取りり組組みみがが適適切切かかつつ可可能能なな

技技術術課課題題をを抽抽出出しし、、必必要要にに応応じじてて他他のの委委員員会会やや関関係係官官庁庁、、関関係係団団体体等等とと連連携携ししてて積積極極的的にに

事事業業をを推推進進すするるととととももにに、、そそのの成成果果をを積積極極的的にに提提供供ししてていいくく。。  

  

11..地地球球環環境境保保護護・・安安全全向向上上へへのの取取組組みみ  

((11))国国際際基基準準調調和和のの観観点点かからら環環境境省省ににてて排排出出ガガスス規規制制値値のの強強化化のの検検討討をを進進めめてていいるる中中、、

使使用用実実態態のの把把握握をを行行いい、、制制度度・・技技術術両両面面ににおおけけるる業業界界要要望望をを取取りりままととめめ、、関関係係団団体体

とと連連携携ししてて経経済済産産業業省省、、国国土土交交通通省省、、環環境境省省等等ととのの意意見見交交換換及及びび意意見見具具申申をを行行うう。。  

((22))業業界界ととししてて地地球球温温暖暖化化防防止止へへのの更更ななるる貢貢献献ををすするるべべくく、、カカーーボボンンニニュューートトララルル行行動動

計計画画ににつついいてて、、フフォォロローーアアッッププ調調査査をを実実施施すするる。。  

((33))化化学学物物質質にに関関わわるる規規制制等等のの情情報報収収集集、、一一般般的的なな情情報報交交換換をを行行いい、、新新規規規規制制内内容容をを迅迅

速速にに会会員員へへ伝伝達達すするる。。  

((44))22005500 年年カカーーボボンンニニュューートトララルルにに伴伴ううググリリーーンン成成長長戦戦略略へへのの対対応応ととししてて、、建建設設機機械械産産

業業ととししてて革革新新的的技技術術をを用用いいたた建建設設機機械械のの製製品品開開発発・・普普及及促促進進にに関関すするる必必要要なな要要望望をを

政政府府等等にに働働ききかかけけをを行行うう。。  

  

22..国国際際的的なな規規制制・・規規格格ののハハーーモモナナイイゼゼーーシショョンンのの推推進進  

国国際際技技術術交交流流会会議議（（JJTTLLMM））等等をを通通じじてて、、欧欧米米をを始始めめととすするる海海外外友友好好団団体体ととのの間間でで環環

境境・・安安全全にに関関すするる規規制制・・規規格格のの情情報報交交換換をを行行いい、、世世界界各各地地のの規規制制・・規規格格のの情情報報をを速速ややかか

にに会会員員へへ伝伝ええるる一一方方、、会会員員のの意意見見をを欧欧米米のの規規制制草草案案にに反反映映ささせせるるここととにに努努めめ、、我我がが国国のの

規規制制ととののハハーーモモナナイイゼゼーーシショョンンのの推推進進をを図図るる。。今今年年度度はは、、同同会会議議をを東東京京でで開開催催すするる。。同同

じじくく交交流流会会議議をを通通じじてて製製品品、、製製造造面面ななどど国国際際規規格格にに対対ししててのの要要望望をを発発信信しし、、我我がが国国ののイイ

ニニシシアアテティィブブをを高高めめるる。。今今後後、、中中国国・・イインンドド・・そそのの他他新新興興国国にに関関すするる規規制制規規格格情情報報のの収収

集集整整備備をを図図りり、、そそのの成成果果をを会会員員にに提提供供すするる。。  

  

33..そそのの他他  

上上記記にに掲掲げげるるほほかか、、環環境境、、安安全全、、製製造造物物責責任任、、ココスストト縮縮減減、、そそのの他他のの緊緊急急課課題題をを含含むむ

建建設設機機械械のの新新技技術術開開発発、、製製品品開開発発、、規規制制改改革革、、製製造造かからら使使用用、、廃廃棄棄にに至至るるままででのの諸諸過過程程

ににおおけけるる技技術術課課題題ににつついいてて、、そそのの改改善善にに向向けけ積積極極的的にに事事業業をを推推進進すするるととととももにに、、そそのの成成

果果をを広広くく会会員員にに提提供供すするる。。    
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ⅣⅣ    ググロローーババルル展展開開のの支支援援((国国際際委委員員会会))  

  

  令令和和 55 年年度度はは、、部部品品・・部部材材のの納納入入遅遅れれがが改改善善さされれててききたたこことと、、船船舶舶のの需需給給もも改改善善さされれてて

ききたたこことと、、為為替替がが円円安安にに振振れれたたこことと等等かからら 33 年年連連続続のの増増加加ととななっったた。。  

  上上記記ののよよううなな状状況況のの中中、、令令和和 66 年年度度もも昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、世世界界市市場場のの変変化化にに対対応応すするるたた

めめ、、①①海海外外関関係係情情報報のの収収集集整整備備ととそそのの会会員員へへのの提提供供、、②②海海外外友友好好団団体体ととのの交交流流をを 22 本本柱柱とと

しし、、必必要要にに応応じじてて他他のの委委員員会会やや関関係係官官庁庁、、関関係係団団体体等等とと連連携携ししてて積積極極的的にに事事業業をを推推進進しし、、

そそのの成成果果をを積積極極的的にに提提供供ししてていいくく。。  

  

11..海海外外関関係係情情報報のの収収集集整整備備ととそそのの会会員員へへのの提提供供、、海海外外展展示示会会へへのの参参加加等等   

((11))会会員員会会社社かかららのの要要望望等等もも踏踏ままええ、、JJEETTRROO 等等とと協協力力のの上上、、経経営営高高度度化化委委員員会会とともも連連携携をを

ししてて、、必必要要にに応応じじ海海外外のの展展示示会会ににてて建建機機工工ブブーーススのの設設置置をを検検討討すするる。。併併せせてて同同業業団団

体体ととのの交交流流会会もも計計画画すするる。。  

((22))中中小小会会員員へへののササーービビススのの一一環環ととししてて、、平平成成 2299 年年度度にに立立ちち上上げげたた海海外外情情報報提提供供依依頼頼窓窓

口口のの利利用用拡拡大大にに向向けけたた取取組組みみをを継継続続実実施施すするる。。ままたた、、同同業業団団体体ののなないい新新興興国国にに関関すす

るる諸諸情情報報のの収収集集整整備備提提供供体体制制のの検検討討ににつついいててはは、、依依頼頼内内容容にに応応じじてて JJEETTRROO 等等のの外外部部

調調査査機機関関のの活活用用をを検検討討ししてていいくく。。   

((33))JJEETTRROO シシカカゴゴセセンンタターーにに、、米米国国ににおおけけるる建建設設機機械械のの統統計計、、貿貿易易統統計計等等にに関関すするる調調査査をを

委委託託しし、、そそのの成成果果をを会会員員にに提提供供すするる。。  

（（44））米米中中間間のの対対立立ををははじじめめ世世界界市市場場ににおおいいててササププラライイチチェェーーンンのの混混乱乱やや、、地地政政学学的的リリスス

ククがが散散見見さされれるる中中でで、、そそれれららにに関関連連すするる情情報報、、外外国国政政府府にによよるる規規制制等等のの情情報報をを入入

手手・・共共有有しし、、関関係係省省庁庁かかららのの意意見見照照会会にに応応じじるるととととももににパパブブリリッッククココメメンントト等等にに適適

切切にに対対処処すするる。。ままたた、、関関係係省省庁庁へへのの働働ききかかけけをを行行うう。。  

  

22..海海外外友友好好団団体体ととのの協協力力  

((11))米米欧欧韓韓中中印印のの友友好好建建設設機機械械産産業業団団体体((AAEEMM、、CCEECCEE、、KKOOCCEEMMAA、、CCCCMMAA、、IICCEEMMAA))とと開開催催ししてて

ききたた IIAACC 会会議議をを今今年年度度はは東東京京でで開開催催すするる。。  

((22))米米欧欧のの友友好好建建設設機機械械産産業業団団体体((AAEEMM、、CCEECCEE))かかららのの招招待待にに応応じじ当当工工業業会会のの代代表表をを総総会会にに

派派遣遣しし相相互互理理解解をを深深めめるる。。  

((33))経経産産省省等等関関係係機機関関とと連連携携しし、、CCTTCC 条条約約及及びび MMAACC 議議定定書書にに関関すするる情情報報をを収収集集すするるとととともも

にに、、ここれれららへへのの対対応応策策をを検検討討、、実実施施すするる。。  

((44))必必要要にに応応じじてて海海外外友友好好団団体体かからら化化学学物物質質規規制制・・規規制制規規格格情情報報等等のの海海外外情情報報のの入入手手支支

援援、、そそれれららへへのの対対応応方方法法をを共共有有、、現現地地動動向向をを把把握握すするる。。ままたた、、規規制制規規格格情情報報のの収収集集

をを目目的的ととししたた技技術術製製造造委委員員会会のの国国際際規規制制規規格格部部会会のの活活動動をを支支援援すするる。。  
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ⅤⅤ    将将来来のの事事業業環環境境のの変変化化へへのの対対応応((イイノノベベーーシショョンン委委員員会会))  

  

将将来来ににおおけけるる事事業業環環境境のの変変化化にに関関すするる情情報報にに関関ししてて、、会会員員かかららのの直直接接提提案案及及びび他他のの委委員員

会会かかららのの提提案案内内容容ににつついいてて検検討討並並びびにに調調査査をを行行いい、、検検討討・・調調査査にによよるる成成果果をを会会員員及及びび各各委委

員員会会へへ回回示示すするるととととももにに、、必必要要にに応応じじてて我我がが国国建建設設機機械械産産業業のの中中長長期期的的なな発発展展ののたためめにに必必

要要なな施施策策ににつついいてて政政府府等等へへのの要要望望案案をを取取りりままととめめるる。。  

  

11..新新政政策策、、新新技技術術等等へへのの対対応応  

ii--CCoonnssttrruuccttiioonn、、ココネネククテテッッドド・・イインンダダスストトリリーー等等のの建建設設機機械械産産業業ををめめぐぐるる新新たたなな政政

策策、、技技術術やや環環境境変変化化にに対対応応すするるたためめ、、関関連連すするる情情報報をを収収集集すするるととととももににそそれれららへへのの対対応応

をを検検討討しし、、必必要要にに応応じじてて政政府府等等関関係係機機関関にに要要請請ししてていいくく。。  

  

22..将将来来のの建建設設機機械械産産業業のの環環境境変変化化へへのの対対応応検検討討  

建建設設機機械械産産業業にに関関わわるる将将来来のの環環境境変変化化要要因因をを整整理理しし、、協協調調的的なな領領域域((建建機機業業界界ででののイイ

ノノベベーーシショョンンのの好好循循環環をを生生みみ出出すす環環境境のの整整備備等等))にに関関すするる課課題題ににつついいてて情情報報をを収収集集すするる

ととととももにに、、必必要要にに応応じじてて調調査査部部会会ままたたはは、、そそのの課課題題をを所所掌掌すするる委委員員会会にに協協力力をを要要請請しし、、

対対応応をを検検討討すするる。。  

  

33..建建設設機機械械施施工工のの自自動動化化・・自自律律化化へへのの対対応応  

    ここれれままでで国国土土交交通通省省にによよるる協協議議会会のの活活動動をを踏踏ままええつつつつ、、建建設設機機械械施施工工のの自自動動化化・・自自律律

化化にに向向けけてて建建設設機機械械業業界界ササイイドドかかららみみたた種種々々のの課課題題をを抽抽出出ししたた。。今今後後ははここれれらら課課題題へへのの

具具体体的的対対応応をを検検討討すするる。。  
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ⅥⅥ    円円滑滑なな事事業業運運営営((運運営営委委員員会会))  

  

我我がが国国建建設設機機械械産産業業界界がが抱抱ええるる課課題題をを効効果果的的かかつつ効効率率的的にに解解決決ししてていいくく必必要要ががああるる。。そそ

ののたためめ、、各各委委員員会会・・部部会会等等のの工工業業会会組組織織ががタタイイムムリリーーなな対対応応がが可可能能ととななるるよようう円円滑滑なな工工業業

会会運運営営をを目目指指すす。。  

ままたた、、工工業業会会運運営営のの一一層層のの合合理理化化及及びび適適法法化化をを図図るる一一方方、、会会員員がが必必要要ととすするる情情報報のの迅迅速速

かかつつ確確実実なな伝伝達達、、会会員員各各社社とと工工業業会会ののココミミュュニニケケーーシショョンンのの強強化化等等、、会会員員へへののササーービビスス向向

上上をを図図るるべべくく、、工工業業会会情情報報シシスステテムムのの積積極極活活用用にに引引きき続続きき努努めめるる。。中中小小企企業業等等経経営営強強化化法法

にに基基づづくく中中小小企企業業経経営営強強化化税税制制及及びび固固定定資資産産税税のの課課税税標標準準のの特特例例措措置置のの対対象象設設備備ののううちち、、

建建設設機機械械にに該該当当すするる機機械械装装置置にに関関すするる証証明明書書のの発発行行にに継継続続対対応応ししてていいくく。。  

ささららにに、、引引きき続続きき経経営営高高度度化化委委員員会会ととのの連連携携強強化化にに努努めめ、、工工業業会会のの運運営営にに中中堅堅中中小小企企業業

会会員員のの意意見見・・要要望望等等をを積積極極的的にに反反映映ししてていいくく。。  

通通常常総総会会、、理理事事会会ななどどのの円円滑滑なな運運営営、、親親睦睦のの場場ととななるる賀賀詞詞交交歓歓会会、、会会員員研研修修会会ななどどのの実実

施施ににつついいててはは、、よよりり効効率率的的なな運運営営にに努努めめるる。。  

  

11..工工業業会会のの意意思思決決定定にに関関すするる事事項項  

((11))総総会会、、理理事事会会、、正正副副会会長長会会議議ににおおいいてて審審議議すするる事事案案ににつついいててままととめめるる。。  

((22))理理事事会会とと連連携携しし、、各各種種委委員員会会等等のの活活動動のの総総合合調調整整をを行行うう。。  

((33))事事業業環環境境のの変変化化にに合合わわせせ、、かかつつ工工業業会会ののココンンププラライイアアンンスス強強化化方方針針にに基基づづいいたた委委員員

会会組組織織のの再再構構築築等等、、運運営営のの一一層層のの合合理理化化をを図図るる。。  

  

22..会会員員間間のの相相互互啓啓発発のの促促進進  

((11))総総会会、、賀賀詞詞交交歓歓会会、、会会員員研研修修会会のの企企画画実実施施をを通通じじ、、会会員員間間のの一一層層のの相相互互理理解解とと相相互互

啓啓発発をを促促進進すするる。。  

((22))工工業業会会のの令令和和 55 年年度度のの事事業業成成果果・・令令和和 66 年年度度のの事事業業計計画画をを説説明明すするる場場ととししてて、、正正会会

員員事事業業説説明明会会をを開開催催しし、、正正会会員員のの工工業業会会事事業業にに対対すするる理理解解とと参参加加意意識識のの向向上上をを図図

るる。。  

((33))賛賛助助会会員員をを対対象象にに、、賛賛助助会会員員事事業業説説明明会会をを開開催催しし、、工工業業会会情情報報のの提提供供とと工工業業会会事事業業

のの理理解解度度向向上上をを図図るる。。  

  

33..情情報報化化にによよるる工工業業会会活活動動のの効効率率化化のの促促進進  

((11))工工業業会会のの基基幹幹シシスステテムム((統統計計管管理理、、名名簿簿管管理理、、販販売売管管理理等等))ののススムムーーズズなな運運用用にによよりり

会会員員ササーービビスス向向上上にに努努めめるる。。  

((22))最最新新のの情情報報化化技技術術をを調調査査しし、、工工業業会会活活動動のの一一層層のの効効率率化化及及びび情情報報のの保保護護ににつついいてて企企

画画検検討討及及びび総総合合調調整整をを推推進進すするる。。  

  

44..会会員員のの入入会会のの促促進進等等  

未未加加入入のの建建設設機機械械製製造造業業者者及及びび関関連連業業界界にに対対しし、、工工業業会会活活動動のの理理解解をを促促しし、、工工業業会会へへ

のの参参加加のの勧勧誘誘をを行行いい、、正正・・賛賛助助会会員員のの入入会会をを促促進進すするる。。  
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55..予予算算・・事事業業計計画画のの総総合合調調整整  

    予予算算並並びびにに事事業業計計画画のの総総合合調調整整・・取取りりままととめめをを行行うう。。  

  

66..政政府府・・関関連連団団体体ととのの連連携携  

((11))建建設設機機械械業業界界にに関関連連すするる政政府府のの諸諸施施策策にに対対しし協協力力すするるととととももにに、、必必要要にに応応じじてて意意見見

具具申申すするる。。  

((22))関関連連団団体体ととのの連連携携をを強強化化しし、、事事業業のの効効率率化化をを図図るるととととももにに、、共共通通のの諸諸課課題題にに協協力力しし

てて対対処処すするる。。  

  

77..中中小小企企業業等等経経営営強強化化法法にに基基づづくく中中小小企企業業経経営営強強化化税税制制等等へへのの対対応応  

同同税税制制のの対対象象設設備備ののううちち、、建建設設機機械械にに該該当当すするる機機械械装装置置にに関関すするる証証明明書書のの発発行行にに対対応応

すするる。。  

  

88..税税務務にに関関すするる助助言言とと協協力力((税税務務部部会会))  

工工業業会会活活動動にに関関すするる税税務務のの側側面面かかららののババッッククアアッッププをを行行うう。。令令和和 77 年年度度税税制制改改正正・・予予

算算要要望望作作業業にに向向けけ、、建建設設機機械械業業界界のの抱抱ええるる諸諸課課題題にに則則しし、、工工業業会会のの意意見見ををままととめめ、、政政府府

等等にに要要望望すするる。。そそのの他他各各委委員員会会・・部部会会活活動動等等にに関関しし、、税税務務面面かからら所所要要のの助助言言・・協協力力をを行行

うう。。  

  

99..迅迅速速かかつつ正正確確なな調調査査統統計計のの実実施施((統統計計調調査査部部会会))  

((11))建建設設機機械械出出荷荷動動向向等等をを的的確確にに把把握握しし、、会会員員やや関関係係者者にに迅迅速速にに提提供供すするるたためめにに工工業業会会

自自主主統統計計((出出荷荷金金額額統統計計、、機機種種別別国国内内出出荷荷台台数数統統計計、、輸輸出出台台数数統統計計))のの一一層層のの整整備備をを

進進めめるる。。  

((22))需需要要環環境境のの変変化化にに即即ししたた予予測測をを実実施施しし、、年年 22 回回のの頻頻度度ででそそのの結結果果をを迅迅速速にに公公表表すす

るる。。ままたた、、当当該該需需要要予予測測にに関関ししてて、、会会員員各各社社のの意意見見ををももととにに、、需需要要見見通通ししのの更更ななるる

精精度度向向上上をを目目指指ししたた予予測測手手法法のの見見直直ししやや、、会会員員のの利利便便性性をを考考慮慮ししたたアアンンケケーートト内内容容

のの改改善善をを継継続続的的にに検検討討すするる。。  

((33))米米欧欧韓韓のの友友好好建建設設機機械械産産業業団団体体((AAEEMM、、CCEECCEE、、KKOOCCEEMMAA))ととのの協協力力にによよるる世世界界統統計計((機機種種

別別・・国国別別出出荷荷台台数数統統計計))のの交交換換をを引引きき続続きき行行うう。。世世界界建建設設機機械械統統計計会会議議をを通通じじ、、世世界界

建建設設機機械械統統計計ルルーールルのの改改善善・・利利用用にに関関すするる加加盟盟会会員員のの意意見見をを集集約約ししてて海海外外関関係係団団体体

ととのの調調整整をを図図るる。。  

((44))建建設設機機械械生生産産統統計計、、建建設設機機械械受受注注統統計計等等にに加加ええ建建設設経経済済研研究究所所統統計計、、関関連連業業界界統統計計

等等のの収収集集・・整整理理をを引引きき続続きき行行うう。。ままたた、、官官庁庁統統計計にに関関すするる統統計計区区分分のの見見直直しし等等をを関関

係係省省庁庁にに要要望望すするる。。  

((55))会会員員のの役役にに立立つつ独独自自のの調調査査事事業業をを検検討討しし、、実実施施すするる。。  

  

1100..積積極極的的なな広広報報のの推推進進((広広報報部部会会))  

((11))報報道道機機関関にに対対すするる定定例例会会長長記記者者会会見見、、随随時時のの会会見見及及びびニニュューーススリリリリーースス等等をを通通じじ

てて、、業業界界動動向向やや工工業業会会活活動動にに関関すするる積積極極的的なな広広報報をを迅迅速速・・的的確確にに行行うう。。  
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((22))当当工工業業会会ホホーームムペペーージジのの定定期期的的なな内内容容見見直直しし及及びび情情報報更更新新をを行行うう。。ままたた、、ココンンテテンン

ツツのの更更ななるる充充実実にに努努めめ、、業業界界動動向向やや工工業業会会のの行行動動指指針針、、活活動動内内容容並並びびにに公公益益法法人人デデ

ィィススククロローージジャャーーにに関関すするる情情報報発発信信をを一一段段とと強強化化すするる。。  

((33))  令令和和 44 年年度度にに日日本本語語版版、、55 年年度度にに英英語語版版のの全全面面改改訂訂ををししたた工工業業会会事事業業概概要要ををももととにに

工工業業会会最最新新情情報報やや活活動動方方針針等等をを広広くく国国内内外外にに知知ららせせてていいくくほほかか、、業業界界のの認認知知度度をを更更

にに高高めめ、、幅幅広広いい世世代代にに業業界界のの魅魅力力をを PPRR すするるたためめのの施施策策のの検検討討をを行行うう。。  

  

1111..機機種種固固有有課課題題へへのの適適切切なな対対応応((分分野野別別部部会会、、課課題題別別分分科科会会))  

((11))77 つつのの分分野野別別部部会会及及びびそそのの傘傘下下にに設設置置ししたた課課題題別別分分科科会会がが推推進進すするる事事業業のの選選定定ととそそのの

分分科科会会がが行行うう活活動動ののココンンププラライイアアンンススにに配配慮慮ししつつつつ執執りり行行うう。。  

((22))環環境境・・安安全全・・規規制制等等のの「「公公益益目目的的」」ままたたはは「「産産業業共共通通のの利利益益」」にに関関すするる課課題題検検討討のの

必必要要性性がが生生じじたた場場合合、、課課題題別別分分科科会会をを設設置置しし、、活活動動すするる。。  

((33))機機械械のの安安全全対対策策のの見見直直ししやや新新たたなな安安全全対対策策のの検検討討をを行行うう。。  

((44))ココンンククリリーートトポポンンププ車車整整備備証証明明制制度度のの実実施施やや安安全全ママニニュュアアルルのの普普及及促促進進等等、、取取組組むむ

べべきき機機種種固固有有のの課課題題ににつついいてて、、事事業業内内容容のの検検討討をを行行うう。。  

((55))各各種種委委員員会会ととのの有有機機的的連連携携をを図図るる趣趣旨旨かからら、、必必要要にに応応じじてて委委員員会会にに代代表表をを派派遣遣しし、、

分分野野別別部部会会・・課課題題別別分分科科会会にに起起因因すするる検検討討課課題題のの各各種種委委員員会会へへのの反反映映、、ままたた各各種種委委

員員会会活活動動ににつついいてて分分野野別別展展開開をを図図るる際際のの協協力力をを行行うう。。  
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